ィゃ チェ ホフな どと あつまつ ている 記念写真、 レ— 二 

ンと 西洋将棋 を さしてい る 写真な ど 興味 ふかい ものが 

並べられた。 

この 展覧会で 私の 心 をう つた 一 つの こと は、 ゴ— リ 

キイの 幼年 及び 少年 時代の 写真と いう ものが 一 枚 もな 

かった ことで ある。 レ— ニンの 三 つくらい の 時の 愛ら 

しい 写真 はソヴ エト 同盟の 幼稚園の 壁に かけられ てい 

る。 しかし ゴ— リ キイ は 一 枚 も 子供 時代の 写真 を もつ 

ていない。 つまり 写真なん か 撮って もらわなかった そ 

ういう 幼年. 少年 時代が 伝記 的な 作品 「幼年時代」 「人々 

の 中」 「主人」 「私の 大学」 等に 描かれて いるので ある 



祭 を 記念と して、 ついに 大衆の 党の 組織に 結びつけら 

れ たこと、 それから 後の 四 年間に ゴ— リ キイが おこ 

なった 文化. 文学的 活動の ひろい こと、 確信に みちて 

いる こと、 若々 しい 新 社会への 期待と 愛に 輝いて いる 

こと はどうであろう！ 

ゴ— リ キイ は シェ— ク スピア、 ゲェテ などと 決定的 

に その 本質 を 異にした 完成 をと げた。 一 八 九 〇 年代の 

ロシア 文壇に 初めて 大衆の 中に 蔵され ている 人間的 精 

力、 文学的 能力の 可能性の 強大 さ を 印象づけながら 立 

ち あらわれた ゴ— リ キイ は 重苦しい 反動 時代、 かれに 

と つて いろいろの 点で 理解が 困難な 点 を もふくん でい 



た 二 九 一 七 年」 等 を 経て、 どこまでも 大衆の 発展 - 

建設と ともに 自分 を 拡大し、 晚 年の ゴ— リ キイ はまつ 

たく 大衆の 最も 尊敬す ベ き 代弁者と な つ た。 

かれの 才能 はかって その 個人的な 豊富 さで 世界に 注 

意 を 促した が、 晚 年の ゴ ー リ キイ は ソヴ エト 同盟と い 

う 歴史に 新たな 人類の 社会的 地盤の 上に おいて、 個人 

的 才能と いう ものが 如何 ほどの 社会性 • 国際 性に おい 

て 実りうる ものである かとい う 典型 をし めした。 これ 

は、 文学の 世界に おいて ゴ— リ キイに よって 始めて 達 

せられた 輝かしい 見本で ある。 

ゴ— リ キイの 文学的 成果 は 非常に 豊富で ある。 一 九 



ろうとす る 心、 よりよ い 生活に 向おうと する Is 執^ は、 

それ かとい つ て 眠らされて はいない。 

そこで ゴ ー リ キイ は 自分の 描く 作品の 中に、 いろい 

ろな 人物の 性格の 中に、 苦痛で おし まげられず 日常の 

狭苦しい 平安の ために あくせく する こと を 軽蔑す る 心、 

人類に 約束され ている 偉大な ことに 憧れる 心持ち を 

歌った のであった。 

ゴ— リ キイの ロマンティシズムと いう もの は その 社 

会 的な 発生に おいて、 以上の ような 性質 を もっていた。 

ゴ ー リ キイ は 後年 自分の その 時代の 作品 及び 創作の 態 

又 を追暧 して、 



豊富で は あるが、 われわれ を 教える 何もの を も 持た な 

い 一 人の 大言壮語 する 饒舌な 作家と して、 やがて 忘れ 

られ ただけ であ つたろう。 

ゴ— リ キイ を ここから 救った の は 彼の 溢れる ような 

文学的 才能 を 常に 正しい 道に ひきとめ、 それ を 押しす 

すめた 独特の 正直 さ、 現実 を あるがままに 勇気 を もつ 

て 直視す る 能力であった。 その 力に よって ゴ— リ キイ 

はなが い 歴史の 波瀾の 間に 自分自身の 結合 せらるべき 

意志 はどうい うと ころに あるかと いう こと を 理解した _ 

この 力に よって ゴ ー リ キイ は 若い 時代に 彼の 血 を 清 

く 保つ 力と なって いた 自身の ロマンティシズム を、 歴 
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